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ハイパークリーン呼吸回路システムは無酸素閾値（AT）を推定する新しい方法になり
そうだ。
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健康を保つためにスポーツを行うときには、その人に
あった運動負荷強度を決めることが必要です。そのため
に無酸素閾値（AT）という値が有力な指標として採用さ
れています。この値を呼気の酸素と炭酸ガスの分析から
非浸襲的に決定する方法があります。しかしこの方法は
現実的に困難を伴います。そこで本論文では超高感度の
大気圧イオン分析装置を用い、ハイパークリーン呼吸回
路システムを開発し、運動負荷試験を行ったところ、運
動強度の増大に伴い質量数の増加する多数の物質がある
ことが分かりました。これによって、ATの新しい推定方
法の開発の糸口が見つかったことになります。
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